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北大水産業報
26(4)， 356-366. 1976. 

生息漂度を異にする海産動物の脂質 V.

イトヒキダラのロウエステルおよびトリゲリセリド組成

林賢治*.山田実*

The Lipids of Marine Animals from Various Habitat Depths V. 

Composition of wax esters and tri~lycerides of the 

~adoid fish， Podonemαlongipes 

Kenji HAYASHI* and Minoru YAMADA* 

Abstract 
A gadoid fish， Podone隅alongipe8， c品ughtfrom c品.400・mdepth， had larger 
amounts of the 57.1%もotallipidsin the liver comparing with the 5.3% or 0.7% 
。fぬeviscera or flesh. The neutral lipids of the liver contained 24.8% of 
liquid unsaponifiable m抗ters，consisting lar酔lyin fatty alcohols. 
By a column 品nd も，hin-l乱yerchromatographic method自 waxesωrs and 

triglycerides were fractionated from the neutral lipids of each part， then the 
compositions of those fractions were determined by gas-liquid chrom晶tography.
In the neutral lipids of the liver wax esters and triglycerides con位ibuted
47.7% and 42.2%， respectively， and the former were predominant over the 
latter. The fi晶悦yalcohols in the w品xesters of 帥 chpart were compo飴 dof 
自抗町抗告dCI2-21 alcohols and of monoenoic C14_24 alcohols，乱ndthe m乱jor22:1 
and 20:1 alcohols remark油lyconsisted 70.7-74.9% of the total fi品，ttyalcohols. 
Ali悦ledi宵erencein the fa悦yωidcomposiもionsbeも，weenw;品Z 朗 ters品nd
triglyceride岨foreach part showedもhatぬecontents ofぬemonoenoic fatty acids 
in the former andぬ.esaturaおdfatty acids in the latter were relatively larger， 
respectively. The monoenoic fa悦yacids， consisting in m乱jorfa“Y品。idsof 
16:1， 18:1， 20:1 and 22:1， of由。 liveryielded larger amounts in boもhwax esters 
and triglycerides when compared with those in the visoera and flesh. 

緒 言

海産魚11:含有きれる脂質は，一般にトリグリセリドを主成分とする。一方， ボラ (Mugilcepha-

lus) 1-8)，メルルーサ- (Merluccius caρensis)5，η， グーラミー (Trichogastercosby)8)などの魚

卵脂質がロウエステルの非グリセリド脂質を含有するととは従来知られている。また，近年，筋肉，

肝臓などにロウエステルを多量に含有する数種属の深海魚が見出きれている。すなわち，それら深海

魚は，アブラソコムツ (Lepidocybiumflavobrunneum) 9，10)，パラムツ (Ruvettuspretiosω) 5， 10-14)， 

クロオオマトウダイ (Allocyttusoerrucosus) 15)，シーラカンス (Latimeriachalumnae) 1のおよび

中・深層性魚類マイクロネクトンのハダカイワシ科 (Myctophidae)， ムネエソ科 (Sterophychidae)， 

ヨコエソ科 (Gonostomatidae) ， トカゲハダカ科 (Astronesthidae)， ハダカエソ科 (Paralepideidae)

* 北海道大学水産学部魚油化学講座
(L叫boratoryof Che隅i8tryof Fi8h Oil， Faculty of Fi8heri回，H okkaido U ni世er8ity)
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K属する数種17-20)である。

著者らは，水深約 400m層より捕獲されたイトヒキダラ (PodonemalongiPes)の肝臓脂質から多

量の脂肪アルコールを検出し， ロウエステルの存在を指適した21)。小森ら 22-25) および上野ら 26，27)

も，イトヒキダラと同一種とみられるウケグチダラまたはトウDン (Laemonemamorosum)の肝臓

脂質からそれぞれドコセノール，多不飽和アルコールを検出している。

本報では，イトヒキダラの肝臓，筋肉，内臓の含有脂質中のロウエステルとトリグリセリド成分に

ついて，そのアルコール組成および指肪酸組成をガスクロマトグラフィーで明らかにしたので， それ

ら成分の特徴について述べる。

試 料

試料としたイトヒキダラは， 1969年4月， 北海道十勝沖の水深約400m層より捕獲されたもので

ある。試料魚の供試尾数，体長，体重および肝臓重量については，表U1:示す。

Table 1. Charac抑制仰 01‘Itohikidara'，Podm附棚
ゐ?事gi戸 8，exa'刑ined.

Fishes sum 8 

Body length， cm r品nge 40-52 
mean 48 

Body weight， gr range 500-800 
mean 614 

r姐 ge 30-80 

Liver weight， gr (60-80)* 
50 mean 
(67)キ

*%色ovi脚 r品川.

実験方法

中性脂質

イトヒキダラ魚体は，筋肉，肝臓およひ・内臓とに分割処理し，それぞれの部位の全脂質をBligh& 
Dyer法Eのに準じて抽出した。次K，常法11:従って全脂質よりアセトン可溶性の中性脂質を分別した。

中性脂質の酸価，ヨウ素価 (Wijs法)，ケン化価および不ケン化物含有率を測定2りした。

力ラムクロマトグラフィー (CC) 

遊離脂肪酸の分画肝臓中性脂質の遊離脂肪酸の分画は， McCarthy3りの方法に準じ，珪酸ILKOH 

を含浸きせた CC1とより行った。試料 :0.603g，吸着剤 :2.0g KOH/40m[イソプロパノ-)レで調製

した桂酸， 20g，カラム :18mm(i.d.) x 175 mm (high)，溶出溶媒:エーテル， 2%ギ酸ーエーテル。

遊離脂肪酸は 2%ギ酸ーエーテルで溶出した。

ロウエステルおよびトリグリセリドの分画遊離脂肪酸を除いた肝臓中性脂質 (0.593g)を， 1500C 

で5hrs活性化した珪酸ーセライト 545(2:1 w/w， ZO g)のカラム (18mm i. d. x 170 mm high)に附し

た。次いで，ヘキサン， 5%ー， 10%、3096-および 5096ーベンゼンーヘキサン， ベンゼン， 8096ーペ
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北大水産業報 26(4，). 1976. 

ンゼンーメタノーJレ，メタノールの溶媒を用いて 1画分 10mlとして各脂質成分11:分画し， ロウエ

ステルおよびトリグリセリドを得た。

薄膚クロマトグラフィー (TL C) 

CC 1とより分画した各脂質成分の定性は TUコで行った。プレ戸ト板:20x20cm，吸着剤:Wakogel 

B-5， 250μ，活性化:110.C，ωmin，展開距離 12cm，試料濃度:596 80ln (クロロホルム)，展開

溶媒:ヘキサンーエ{テルー酢酸 (90:10:1，v/v) ，検出:重クロム酸カリウム硫酸混液を噴霧後， 180・C，
却 min，oven中で焦化。

分取TLC 分取 TLCIとより筋肉，肝臓および内臓の中性脂質のロウエステルとトリグリセリドを

分画した。プレート板:20x20cm，吸着剤:Wakogel B-5， 5001'，活性化:110.C，ωmin，試料濃度:

1096 801n (クロロホルム)， 100 mg/plate.試料を帯状11:塗布し，ヘキサンーエーテルー酢酸 (90.10:1，

v/v)で12cmまで展開した。 ロウエステルおよびトリグリセリド成分は， プレート上より吸着剤と

ともに削りとり，エーテル抽出して得た。

ガスクロマトグラフ，，-(GLC) 

脂肪酸分析脂肪酸を BFs-メタノール叫にて脂肪酸メチルとしたのち GLCで分析した。その

GLC条件は次の通りである。柳本ガスクロマトグラフ GCG-5DH(FID検出器)，カラム:1096 DEGS 

(Chromosorb W AW， 80-1ωmesh) ， 3 mm(i. d.) x 1. 5mステンレスカラムカラム温度:180.C， 

N2 :O.7kg/cm2 • H2: 15ml/min， Air: 0.6l/min. 

脂肪アルコ戸Jレ分析 ロクエステルを常法によりケン化して，得られた脂肪アルコールK ピリラン

(20倍量， w/w)および無水酢酸 (10倍量， w/w)を加え，室温暗所11:24hrs放置した。生成した

脂肪アルコール・アセテートはエーテル抽出して得た。脂肪アルコール・アセテートの GLC分析は

脂肪酸メチルの場合と同一条件で行った。なお，脂肪酸および脂肪アルコールの組成比は wt96で表

わした。

結 果

脂質含量および中性脂質の性状

イトヒキダラの筋肉，肝臓，内臓の全脂質含有率と中性脂質の性状を表211:示す。内臓の 60-8096 

を占める肝臓は，その全脂質含有率が著しく高く，それに比較して筋肉，内臓では低かった。全脂質

IL含まれるアセトン可溶性の中性脂質含有率は，筋肉，内臓に比較して，肝臓で高値を示し， ζのζ

T晶ble2. To品川 lipidω似側ta邸時dpropertiea 01 the ne.旬trallipida i叫 jleah，
vI8cera and liver from‘Itohikidar，α" PI似お僻隅alo叫g旬ω.

Fle自h Viscera Liver 

To句，JIipid %隼 0.7 5.3 57.1 
NeuもralIipid %柿 73.4 54.0 98.5 
Acid value 4.5 2.9 1.3 
Iodine v晶Iue 178.2 129.9 112.8 
(Wijs method) 
Sap. v，晶Iue 154.6 134..2 133.9 
Uns晶.p.matter % 9.5 19.1 24.8 

本 %ωw的 weight. 柿%もoもotaIIipid. 
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Table 3. Major fat勿ωid8of the neu加 II勿id8ωfte8h，tJ伽eraand litJer from 
‘I帥 ik仇 ra'，Podo?開削ゐ傾注捌・(%前).

F'lesh Viscera 
Fa.ももy加 id

14:0 2.2 
16:0 28.6 
18:0 2.8 
16:1 4.8 
18:1 20.0 
20:1 6.6 
22:1 5.8 
20:5 9.9 
22:6 18.6 

Saturaぬdacid 30.7 
Mon06noic齢 id 36.9 
Polyenoic晶，cid 82.5 

。o 20 
Fig. 1. Column chroma品ogra.m of neutra.l 
‘Iもohikidara.'， Podon，e冊αlO'lりip倒.

8.1 
14.8 
2.5 
7.5 
28.8 
11.1 
9.1 
6.7 
5.8 

23.9 
59.4 
16.8 

Liver 

4.2 
18.5 
2.0 
8.8 
28.9 
12.5 
11.4 
5.1 
2.8 

23.5 
65.2 
11.3 

Eluent: (1) n・hexane，(B) 5%benzene‘he羽田， (C) lO%benzene-hexane， (D) 3的色
benzen9-hex姐 e，(E) 5O%benzene-hex阻 e，(F) benzene， (G) 80%be回 ene-meth阻 01，
(H) methano¥. S晶mple:0.593 g. 
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とは筋肉と内臓でリン脂質含有率が比較的高いζとを示唆した。

中性脂質のヨウ素価は，筋肉に比較して，肝臓と内臓で低値を示した.肝臓と内臓の不ケン化物含

有率はともに高く，両者のケン化価が低値である ζとと対応した。また，とくに肝臓の不ケン化物は

液体状を呈した。

各部位中性脂質の脂肪酸組成21)の主要腸肪駿含有率を表3fL示した。肝臓ではとくに， 16:1， 18:1， 

却 :1，22:1酸のモノエン酸含有率が著しく高く， それに対して 20:5，22:6酸のポリエン酸含有率が

低い結果を示した。乙の傾向は，内臓でも認められたが， 筋肉では他部位の脂肪酸組成比と若干相違

した。

Table 4. C，仰~po8iti，冊。f 世IaX esters， tr匂lycerides仰 dfree fatty aeids仇 theneutral 
1勿idsof the li官官from‘ltohikidara'，PO助制僻a1切'I1lipes，介'aetionatedby 
coz.側叫 ch'T'側協tψαphy.(% wt). 

Caolmcophoonl eonr t 
Fa悦yalcohol Faもtyacid

w…rlw…r 2%formicacid l| W拡 esterl1 Wロ e呂志er11 Tr6ig1-ly7閃7rfrid.e 制 id
23-41 fr. I 42-60 fr. in ether fr.* I 23-41 fr. I 42-60 fr. I 61-7 

% 

12:0 1.5 trace 3.0 1.0 
13:0 1.3 
14:0 2.7 2.8 5.0 5.4 1.7 5.2 
15:0 0.6 0.6 2.8 1.5 1.3 0.6 
16:0 13.9 9.9 13.3 13.3 2.3 17.4 
17:0 3.4 1.6 2.7 2.1 
18:0 1.1 1.5 3.4 1.3 2.7 3.0 
19:0 0.9 も，race trace 3.1 0.2 
20:0 2.8 もr品。e 4.1 

total 21.1 15.7 30.7 23.1 20.9 29.5 

14:1 4.4 1.9 1.8 0.7 
15:1 3.8 2.0 1.2 0.3 
16:1 3.5 7.5 12.3 10.8 23.9 9.1 
17:1 1.2 3.1 1.6 5.0 1.1 
18:1 1.9 6.9 21.2 33.6 13.2 33.4 
19:1 0.3 2.7 0.7 1.8 0.3 
20:1 17.3 27.7 5.3 16.0 1.8 10.5 
22:1 53.7 39.2 5.3 10.3 2.5 9.1 
24:1 2.6 1.5 3.5 0.5 
ω句l 79.0 84.3 61.6 76.9 51.2 65.0 

18:2 2.3 tr品。e 5.4 0.9 
18:3 1.5 色r品。白 7.3 0.5 
18:4 2.7 tr品。e 色race
20:4 七r品。e 1.5 trace 
20:5 1.3 trace 13.7 2.6 
21:5 もr品ce
22:5 trace 
22:6 trace 1.4 

ω，tal 7.8 tr品切 27.9 5.4 

* This fraction contained free fatty acids. 
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肝臓中性脂質のccによるロウエステルとトリゲリセリドの分画

まず， 肝臓中性脂質について， アルカリ性の磁酸を用いた CCを行い， 中性脂質 (0.印ag)より

エーテル溶出部 (0.59a g)と遊離脂肪酸を含有する 296ギ酸白エーテル溶出部 (0.OO6g)を得た。

次IL，遊離脂肪酸を除いたエーテル溶出部の中性脂質 (0.593g)を珪酸ーセライト 545(2: 1， w/w)の

CCIL附した。その結果を図 11L示す。各溶出画分について TLC分析の結果， 23-41画分 (0.189g) 

および42-60画分 (0.096g)はロウエステルを， 61司77画分 (0.252g)はトリグリセリドを， そして

78-85商分 (0.033g)は遊離ステリンを，それぞれ含有した。すなわち， イトヒキダラ肝臓中性脂質

のロウエステルとトリグリセリドの含有率は， それぞれ47.796と42.296であり， 両者の含有比は

1:0.9を示し，ロウエステルはトリグリセリドより多量に存在した。なお，ロウエステル画分の不ケ

ン化物の TUコ分析では，ステリンの存在は認められず，脂肪アルコ{ルのみ検出された。

図11L示したように， CCでロウエステルを 2画分に分画した。 その2画分のロウエステルの脂肪

アルコール組成と脂肪酸組成およびトリグリセリドと遊離脂肪酸の脂肪酸組成をそれぞれ GLC分析

で求めた。その結果は表41L示す。ロウエステルの脂肪アルコール組成については， 23-41画分， 42-

60函分ともに炭素数12-19の飽和アルコールおよび炭素数16-24のモノエンアルコールが認められ

たが，モノエン以上の多不飽和アルコールは検出きれなかった。 また， 両画分とも 22:1，20:1アル

コール含有率が著しく高く， 16:0アルコ}ルが前者に次いだ。そして，両画分の 22:1，20:1， 16:0， 

18:1および 16:1アルコ{ル含有率11:.差異が認められた。

次11:.，ロウエステルの脂肪重量組成について述べると， 23-41画分と 42-60画分の差異は，前者で18:1，

20:1，22:1酸などのモノエン酸含有率が高く，逆に後者

では 20:5酸などのポリエン酸含有率が高い乙とである。

これらの結果から，薩酸ーセライト 545(2: 1， w/w)の

CCでは，主としてロウエステルの構刷旨肪酸の不飽和

度の差iとより，ロウエステルが2画分fL溶出分離したも

のと考えられた。

一方， トリグリセリドの脂肪酸組成について述べると，

飽和酸では 16:0酸の，モノエン酸では 18:1， 20: 1， 

22:1， 16:1酸の含有率がそれぞれ比較的高く，逆fLポ

リエン酸含有率は低かった。

また，遊離脂肪酸の組成もトリグリセリドのそれとお

おむね類以していた。

筋肉，内臓および肝臓中性脂質のロウエステルとトリ

ゲリセリド組成

前述の CCではロウエステルが2画分に分離したが，

TLC分析によると図21L示すように， ロウエステルは

oneスポットで出現する。 それで，分取TLCを用い，

各部位中性脂質のロウエステルとトリグリセリド成分の

分画・抽出を行い，両者について脂肪アルコール組成お

よび脂肪酸組成を GLC分析した。 その結果は表51乙示

す。

まず，ロウエステルの脂肪アルコ{ル組成について述

- 361-
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日ble5. 00肌>positionof卸抑制的側dt riglyoerides仇 thene叫trallipids 01 the ftesh， 
viscera a叫dliver Ir，仰 Z‘ltohikidarα Pod側 e刑 alO'/ψ勿回，obtained by th仇-layer
chro伽atography.(%ωt). 

Flesh Viscer品 Liver 

cablcmophoorl ieonr t 
W品xesもer Triglyceridel Wax ester Triglyceride Wax ester十日

acid 
Alc* I FA** FA 

% 

12:0 trace tr品。e 0.2 2.0 色r品ce tr品。e 0.8 
13:0 1.9 tra僧 0.2 1.6 tr品。e
14:0 2.2 10.7 11.8 2.2 6.0 21.3 3.0 4.6 6.3 
15:0 0.2 2.2 3.4 0.2 0.6 1.8 0.4 1.3 0.7 
16:0 10.4 14.7 20.2 11.2 9.9 15.3 15.1 9.3 19.3 
17:0 0.2 0.3 0.9 0.1 1.2 0.3 trace 1.5 2.6 
18:0 1.0 6.5 9.0 0.8 1.4 2.8 0.9 1.0 2.8 
19:0 0.2 0.5 0.6 0.1 0.8 0.8 色race 位晶ce 色race
20:0 0.4 trace tr晶ce 0.6 0.1 色race 位晶ω tr晶ce もrace
21:0 0.6 色r品。e

初旬l 15.2 36.8 45.9 15.2 20.4 45.9 19.4 17.7 32.5 

12:1 tra田 tr品切 もr品。e もr晶巴8
13:1 0.8 1.0 もr晶悌 0.2 
14:1 0.2 1.2 1.2 0.1 1.2 3.3 trace 1.9 0.7 
15:1 0.1 1.0 1.5 0.1 0.1 0.4 もrace もr品ω 0.5 
16:1 1.5 18.7 11.7 2.0 16.7 22.4 5.0 11.9 9. 7 
17:1 0.2 5.2 2.7 0.1 2.0 3.5 tr品。e 2.1 1.3 
18:1 3.0 11.8 13.0 3.1 29.2 10.9 2.9 29.1 33.1 
19:1 1.0 trace 0.4 もrace 1.0 0.7 
20:1 23.5 3.8 1.5 22.2 11.5 1.2 21. 7 15.0 9.5 
22:1 49.9 12.6 16.0 52.7 8.1 4.6 49.0 13.2 7.4 
23:1 0.6 も，race もr晶ω
24:1 5.9 tr品田 tr晶ce 4.5 0.3 trace 2.0 もr晶ce trace 

toも乱l 84.9 56.1 48.6 84.8 69.5 46.5 80.6 74.2 62.9 

18:2 0.8 1.8 1.3 0.8 1.1 0.8 
18:3 0.9 0.9 1.5 1.0 0.9 0.4 
18:4 2.2 0.7 1.3 2.2 0.5 位aω
20:2 もr品ce 0.7 0.3 色，race
20:4 もr品切 0.5 0.2 tr品。e 0.2 0.3 
20:5 3.1 1.0 4.6 3.7 4.7 1.4 
21:5 旬'ace もr晶ω 0.3 もr品調 もr晶ce もr晶ce
22:5 もE乱伺 もr晶ω もr晶飽 もr晶C喝 tr品ce
22:6 trace も，raω 0.6 もr晶ce 0.7 1.7 

ωωl 7.0 5.6 10.1 7.7 8.1 4.6 

* Alc: Fatも，yalcohol.糾FA:Fattyacid. 

べると，各部位とも炭素数12-21の飽和アルコール(主成分は 16:0アルコール) と炭素数14-24の

モノエンアルコール(主成分は 22:1，20:1アルコール)を含有し，モノエン以上の多不飽和アルコー

ルは検出きれなかった。とくに (20:1十22:1アルコール)の合計は，各部位において 70.7-74.9%を

占め，極めて特徴的であった。

次1<::，ロウエステルの脂肪酸組成について述べると，筋肉では， 16:0，14:0，18:0酸の飽和酸， 16:1， 
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18:1， 22:1酸のモノエン酸を主な成分とするが，却:5，22:6酸などのポリエン酸は低含有率を示した。

内臓および肝臓では， 16:0，16:1，18:1， 20:1， 22:1酸が主な成分であり， 20: 5， 22:6酸含有率は筋

肉と同様に低かった。また， 14:0， 16:0酸は筋肉で， 20:1酸は内臓と肝臓で， それぞれ比較的高含

有率を示した。

一方， トリグリセリドの脂肪酸組成については，筋肉で 16:0，18:0， 22:1酸，内臓で 14:0，16: 1酸，

そして肝臓で 16:0，18:1，20:1酸を，それぞれ比較的多量に含有した。

ロウエステルとトリグリセリドの脂肪酸組成における若干の差異として，各部位とも飽和酸含有率

はトリグリセりドで，モノエン酸含有率はロウエステルで，それぞれ高い傾向が認められた。 とくに，

肝臓では，ロウエステルおよびトリグリセリドとも，モノエン酸含有率が著しく高い結果を示した。

考 察

タラ類では内臓に占める肝臓の割合が一般に高し そしてその脂質含有率も他部位より著しく高

い21)。イトヒキダラは，その肝臓中性脂質に 24，8%の高含有率の不ケン化物を有し， その組成は多

量の脂肪アルコールを含有する特異なタラ類の一種である。 CC分析， TL<コ分析の結果，脂肪アルコ

ールはロウエステルに由来し，とくに肝臓中性脂質中には， 47，7%のロウエステルを含有した。

各部位中性脂質の主要脂肪酸含有率を表gl1:示したが，肝臓および内臓で 16:1，18:1，20:1，22:1

酸のモノエン酸含有率が高く，逆に 20:5，22:6酸のポリエン酸含有率が低かった。 乙の結果は，深

海魚11:含有される中性脂質の脂肪酸組成において，モノエン酸含有率が高いという特徴21)，32-34}を示

した。 ζの傾向は，表511:示したように，各部位中性脂質のロウエステルおよびトリグリセリドの脂

肪酸組成においても認められ，とくに肝臓において顕著であった。 Lewis32)は深海魚脂質の脂肪酸組

成中， 18:1酸含有率が著しく高いことを指適したが，イトヒキダラでは， 18:1酸に加えて 20:1，22:1，

酸含有率も比較的高いのが特徴であり，乙の傾向は深海魚であるパラメヌケ (Sebastesbaramenuke)， 

ホテイウオ (Aptocyclusv.例 tricosus)，シロゲンゲ CBothrocaramollis)，イラコアナゴ CSynaPho・

branchus kaupii)の中性脂質脂肪酸組成33) とよく類以した。

一方，ロウエステルの脂肪アルコールは， その組成中IL炭素数12-21の飽和アルコールと炭素数

14-24のモノエンアルコ-)レを含有し，飽和アルコ{ルとモノエンアルコールの含有比は，各部位と

も1:4，2-5，6を示し，モノエンアルコ{ルが極めて著量である。モノエンアルコール中では， 22:1， 

20:1アルコール含有率が著しく高<，全アルコ{ルの 70，7-74，9%を占めるのが.特徴である。小森

ち26) もウケグチダラ肝臓脂質よりドコセノ戸ル (22・1アルコール)を単離・同定している。

表611:ロウエステルの非グリセリド脂質を多量に含有する深海性魚種について， そのロウエステル

の主要な脂肪アルコ{ル含有率を示したが， ハダカイワシ科の数種とクロオオマトウダイでは， 20:1， 

22:1アルコール含有率が高く，イトヒキダラとよく類以しており，他魚種ではいずれも 16:0， 18: 1 

アルコールを主成分とする結果と著しく異なる。また，上野ら均はトウラン肝臓脂質中IL多不飽和

アルコールの存在する ζとを推定している。 Sandらのも多不飽和アルコールについて， グーラ~ -

の卵脂質中11:微量検出しているが，今回我々の用いたイトヒキダラの肝臓，筋肉， 内臓の脂肪アルコ

戸ル中には， GLC分析の結果，多不飽和アルコールは認められなかった。

とくに深海魚に多量に含有されるロウエステルの非グリセリド脂質は，浮カ，エネルギー源，低温

度に対しての絶縁作用などの機能16)，35-37)を有するものと推論されている。一方，ロウエステルの生

合成IL関する研究は比較的少なく，まだ不明の点も多いが invitroの実験36)，38)，3りによると，海産

硬骨魚の組織はとくに活性化させることなく長鎖アルコールと脂肪酸からロウエステルを生成する乙

とが知られ，また invivoの実験叫によると炭素数を減少する ζとなく長鎖アルコールが脂肪酸に

変換する乙とが認められている。 さらに，最近， Benson & Lee1)は梼脚類を用いた実験で，食物
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Table 6. Typ伽 1fat砂時oholωntent8of wax e8ter8 i叫 80medeep-sωfishes. (% wt)・

Fatty alcohol 
Species P品rt

刷|削 I18:0 I 18:11 20~ 
Referenc唱

22:1 

% 

Pod，側側α Flesh 10.4 1.6 1.0 3.0 23.6 49.9 
long仰 Vis旬開 11.2 2.0 0.8 3.1 22.2 62.7 

Liver 16.1 6.0 0.9 2.9 21. 7 49.0 

Allooμω8  
Flesh 8.7 1.8 6.7 18.7 26.4 26.4 15 verr包C08旬8

一 一 一
Oyclotho偽eatrari，日 Whole 7.2 1.8 1.2 6.5 28.0 46.2 

CC句G同FOFd皿嗣品側a脚h加a冊C輔酎，Huae EFapZ由恥叫U抽ile 

Whole 28.3 3.0 2.3 3.9 14.5 30.8 

Whole 27.3 3.6 6.0 10.9 13.7 23.6 
20 Whole 16.8 3.6 2.6 2.7 18.3 41.5 

Whole 37.6 4.9 3.6 11.1 11.9 20.1 
Ste叩 br，ωhiU8 Whole 28.1 3.6 2.2 6.0 15.7 36.1 
制時間chir

一
LeFPαia，仰0bc問yb叫t包似仰伽 Z Flesh 33.7 4.1 10.4 24.6 11.2 4.6 10 

一 一
R旬.vettuspreti倒制 Muscle 67.6 5.9 2.9 29.0 0.9 0.1 13 

一 一 一一一
Lat伽 eriac.加lu例制e

Dorsal 
46.0 tr品。唱muscle 11.2 40.4 2.7 一 16 

一 一一
Ste叫めracM旬8 Muscle 81. 9 0.7 0.4 3.7 0.7 1.0 le'ωops，日間8

TT?4?bpehssctua叩n旬88 Whole 74:.3 3.9 2.9 5.5 0.8 1.1 17 

Lampanyctus ritteri Muscle 81.5 1.1 0.4 6.8 0.4 0.3 

を充分利用できる期間はロウエステルの代謝を触媒する酵素は不活性であり，飢餓のストレスを受け

て初めて賦活されるという結果を報告しており，とくに，深海動物fL多量に含有されるロウエステル

については，その生物の生理・生態学的機能の観点からも興味深い。

終り fL，供試魚の捕獲にと使宜をいたt:いた本学部練習船北星丸の斎藤昭二船長並びfL乗組員の方
々に，また種の同定fLC尽力くださった本学部仲谷一宏助手に感謝します。
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